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技術名：ふっ素オンサイト溶出分析法 

使用可能な分析項目：ふっ素溶出量 

実証試験者：日立協和エンジニアリング株式会社 

 

 

＊本手順書は実証試験者が作成したものである。 
なお、使用可能な技術及び分析項目等の記載部分を抜粋して掲載した。 



 
フッ素オンサイト溶出分析法    日立協和エンジニアリング(株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1/100 NaOH ・・・水酸化ナトリウム０．４ｇを蒸留水１L に溶かす。 

緩衝液 ・・・・・・・酢酸ナトリウム１０ｇを蒸留水約８０ｍL に溶かす。酢酸を加えてｐH を約４．７の調節した後、蒸

留水で１００ｍL とする。 

アルフッソン液・・・・・アルフッソン０．０２５ｇを蒸留水に１ｍL 溶かす。 
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フッ素分析（オンサイト法）水溶出
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